
豊田市のひとり親世帯数※は、世帯数及び出現率は年々増加しており、平成２２年と平成２
７年を比較して、7.7％増加している（図1）。母子家庭については、9.8％増加している（図
2-1）が、父子世帯については、6.6％減少している（図 2-2）。 
※ひとり親世帯・・・核家族世帯でひとり親と子ども（18歳未満）からなる世帯 

図 1 豊田市におけるひとり親世帯数 
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図 2-1 豊田市の母子世帯数の推移 図 2-2 豊田市の父子世帯数の推移 
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子育て世帯※におけるひとり親世帯の割合は、父子世帯が１％未満に対し、母子世帯は約7％
となっている（図 2）。 
※子育て世帯・・・18歳未満の子どもがいる世帯 

図 2 子育て世帯におけるひとり親世帯の割合 
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１世帯あたりの人員は、父子世帯、母子世帯とも約 2.8 人であり、両親がそろっている場合
の世帯人員は約3.9人である（表１）。 

表１ １世帯あたりの人員数 
  H17 年 H22 年 H27 年 

父子世帯数（１８歳未満） 395 391 365 

父子世代人員（１８歳未満） 1,149 1,101 1,021 

父子世帯１世帯あたりの人員 2.91 2.82 2.80 

母子世帯数（１８歳未満） 2,198 2,694 2,957 

母子世帯人員（１８歳未満） 6,404 7,734 8,351 

母子世帯１世帯あたりの人員 2.91 2.87 2.82 

子育て世帯数 29,938 30,797 30,889 

子育て世帯人員 117,668 120,111 120,891 

子育て世帯１世帯あたりの人員 3.93 3.90 3.91 

資料 国勢調査（平成 17,22,27 年） 
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愛知県の中核市を比較すると、豊橋市よりはひとり親世帯の割合は低いが、岡崎市よりはひ
とり親世帯の割合は高くなっている（図３-1、図 3-2、表 2）。 

資料 国勢調査（平成 27年） 

表 2 子育て世帯におけるひとり親世帯の割合（中核市比較） 
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図 3-1 母子世帯数（中核市比較） 図 3-2 父子世帯数（中核市比較） 

0.86 

6.97 

0.75 

7.01 

1.01 

8.15 

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

7.00

8.00

9.00

父子世帯（１８歳未満） 母子世帯（１８歳未満）

豊田市

岡崎市

豊橋市

3





国・県の児童虐待の相談対応件数は増加傾向にあり。平成２８年度に大きく増加している要
因は、心理的虐待に面前ＤＶが含まれるようになったため（図１）。 

図１ 児童虐待の動向 

資料 「児童相談所での児童虐待相談件数」（厚生労働省）     
「児童相談センター相談実績等の概要について」（愛知県） 
子ども家庭課調べ                   

平成 29年度における豊田市の虐待相談対応件数の内訳は、心理的虐待（194件）と身体的
虐待（189件）が多くなっている（図２）。 

図２ 豊田市における虐待相談対応件数の内訳 
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平成２９年度の豊田市の生活保護の被保護世帯数は平成２８年度と比べ５０世帯、3.1％増
加している（図１）。 
図１ 豊田市の被保護世帯数・保護率の推移 

資料 保健福祉レポート 2018 

母子世帯については、平成２５年度と平成２９年度を比べると５０世帯、25.8％減少して
いる（表１）。 
表 1 生活保護の被保護世帯数（母子家庭） 
H25 H26 H27 H28 H29 

194 168 161 145 144 

資料 保健福祉レポート 2018 
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豊田市における就学援助人数は年により要保護者、準要保護者で増減があるものの、全体の
人数は増加している（図１-2,1-2）。 
※要保護者・・・生活保護を受けているもの 
 準要保護者・・・生活保護は受けていないが、要保護者に準ずる程度に困窮していると認
められるもの 

図 1-1 就学援助人数（小学生） 

資料 学校教育課調べ

図 1-2 就学援助人数（中学生） 

資料 学校教育課調べ
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146 159 145 121 

1,700 1,745 1,751 1,835 

1,846 1,904 1,896 1,956 

0

500

1,000

1,500

2,000

26年度 27年度 28年度 29年度

人
数

準要保護

要保護

81 80 73 73 

1,059 1,124 1,145 1,126 

1,140 
1,204 1,218 1,199 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

26年度 27年度 28年度 29年度

人
数

準要保護

要保護

6





とよた子どもの権利相談室の主訴別相談内容（子ども）はその年度によって異
なる（表１）。 

表１ とよた子どもの権利相談室の主訴別相談件数 
平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 

新規件数 のべ件数 新規件数 のべ件数 新規件数 のべ件数 新規件数 のべ件数 

いじめ 7 40 5 23 5 21 3 13 

交友関係の悩み 

（いじめ除く） 
18 34 25 241 14 24 11 16 

子ども同士の暴力 

（いじめ除く） 
2 3 1 8 2 3 0 0 

不登校 0 0 1 1 1 9 0 9 

進路問題 0 0 1 2 1 1 2 3 

心身の悩み 3 6 2 5 2 4 2 2 

性の悩み 1 76 0 10 2 4 0 0 

教職員等の暴力・

暴言や威嚇 
2 7 2 5 0 0 1 10 

教職員等のその他

の指導上の問題 
1 1 2 2 2 2 4 46 

学校・子ども園等

の対応の問題 
0 0 0 0 2 0 1 12 

家族関係の悩み 6 30 6 36 6 148 6 61 

家庭内虐待 1 4 0 0 0 0 2 30 

その他 2 12 4 7 2 2 1 1 

主訴不明 3 9 9 8 3 5 4 2 

合計 46 222 52 348 40 220 37 205 

資料 とよた子どもの権利相談室調べ
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豊田市における外国人数は平成２０年度をピークに平成２６年度まで減少している。その後、
平成２７年度より再び増加している。平成３０年４月は平成２６年４月と比べると、3,348
人、25.59％増加している（図１）。 

図１ 豊田市における外国人数と外国人割合 

資料 外国人統計

また、２０歳未満の外国人も増加している（図２）。 
図２ 年齢別外国人数 
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外国人の国籍は人口の約 36.3％がブラジルで、次いで中国、フィリピンとなっている（表
1）。 

表１ 国籍別外国人数・世帯数（平成 30年５月現在） 
  ※世帯数は、外国人が世帯主となっている世帯数をカウントした 

連番 国籍 人数 世帯数 連番 国籍 人数 世帯数 

１ ブラジル 5,968 2,840 6 インドネシア 705 574 

２ 中国 2,746 1,428 7 ペルー 702 319 

３ フィリピン 1,800 687 8 ネパール 555 370 

４ ベトナム 1,324 1,125 9 タイ 475 364 

５ 韓国・朝鮮 1,203 680 10 台湾 141 53 

資料 外国人統計

表 2 国籍別外語国人数 
 ブラジル 中国 韓国・朝鮮 フィリピン ペルー 

平成 20年 7,917 3,092 1,567 1,158 797 

平成 21年 7,264 2,992 1,530 1,190 761 

平成 22年 6,663 3,031 1,469 1,212 722 

平成 23年 6,152 2,879 1,431 1,300 694 

平成 24年 5,991 3,008 1,388 1,258 699 

平成 25年 5,281 2,875 1,360 1,223 661 

平成 26年 5,039 2,728 1,336 1,354 682 

平成 27年 5,074 2,661 1,309 1,459 671 

平成 28年 5,413 2,571 1,273 1,273 757 

平成 29年 5,630 2,645 1,254 1,656 697 

平成 30年 5,968 2,746 1,203 1,800 702 

資料 外国人統計

9


